








































と [4, 5]を、第４節はゲンツェン [3]、プラヴィッツ [10, 11]および安東 [1]を
基としている。
２ シーケント計算と基本定理





直観主義論理の第一階述語論理体系はそれぞれ NK (naturlicher klassischer
Kalkul) および NJ (naturlicher intuitionistischer Kalkul) と表され、シーケ
ント計算におけるそれらはそれぞれ LK (logistischer klassischer Kalkul) お
よび LJ (logistischer intuitionistischer Kalkul) と表される。さらにゲンツェ
ンは同論文において、シーケント計算の体系 LK と LJ に関する「基本定理
(Hauptsatz)」を証明した。以下、本節においてはシーケント計算および基本
定理について述べる。なお、自然演繹については第４節において取り扱う。
シーケント (Sequenz, sequent) とは前提および結論を表す論理式の列から
なる形式的表現であり、一般に次のような形をした文字列である。
A1;A2; : : : ;A ! B1;B2; : : : ;B
























:A  :B;B ! A (左)
B;:A  :B ! A (換左)
:A  :B ! B  A (右)
B ! B A! A
B  A;B ! A ( 左)






















て、  と をそれぞれちょうど一つの論理式 Aと B からなる列、とはと






























式の部分論理式は全部で５つ、すなわち :A  :B、:A、:B、Aおよび B で



























:A  :B;B ! A
B;:A  :B ! A A! A
B;:A  :B ! A (切断)
B;:A  :B ! A (切断)






:A  :B;B ! A
B;:A  :B ! A
B;:A  :B ! A (切断)





:A  :B;B ! A
B;:A  :B ! A






















































































































いま、各証明図に対してそれぞれ自然数（0; 1; 2; : : :）のいずれかを対応させ、
証明図の書き換え手続を施したときには対応する数が必ず小さくなるようにで
きたとする。すなわち、証明図全体から自然数全体への写像 'で、性質「証明



























(t; s) で、t と s はそれぞれ文字 0 のあとに文字 0 をいくつか（０個含む）並
べて得られる文字列とする。また (t1; s1)より (t2; s2)が小さいとは、t1 が t2
のあとに１個以上の 0 を並べた列であるか、あるいは t1 と t2 が全く同じ列で
あってしかも s1 が s2 のあとに１個以上の 0 を並べた列であることとする。例
えば、文字列 (0000; 00)、(000; 000000)および (000; 0000)はそれぞれ 9文字、12文字
および 10 文字からなる文字列であるが、いずれもいまの順序数表記の定義に
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